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　令和　年　月　日あなたのご自宅を耐震診断いたしました。結果は次のとおりです。

なお、この報告書は調査時点での診断状況ですので、その後の経年劣化に対しては別途診断が必要となります。
Ⅰ．個別所見
①建物（上部構造）の耐震診断
	上部構造評点
	判

定
	評　点（○印）
	判　定（○印）

	
	
	１．５以上
	倒壊しない

	
	
	１．０～１．５未満
	一応倒壊しない

	
	
	０．７～１．０未満
	倒壊する可能性がある

	
	
	０．７未満
	倒壊する可能性が高い


②地盤・地形・基礎の耐震評価

【地盤】

	地盤
	対策
	記入欄

（○印）
	注意事項

	よい
	
	
	

	普通
	
	
	

	悪い

(埋立地、盛土、軟弱地盤)
	表層の地盤改良を行っている
	
	

	
	杭基礎である
	
	

	
	特別な対策を行っていない
	
	


【地形】

	地形
	対策
	記入欄

（○印）
	注意事項

	平坦・普通
	
	
	

	がけ地・急斜面
	コンクリート擁壁
	
	

	
	石積み
	
	

	
	特別な対策を行っていない
	
	


【基礎】

	種類
	対策
	記入欄

（○印）
	注意事項

	鉄筋コンクリート基礎
	健全
	
	

	
	ひびわれが生じている
	
	

	無筋コンクリート基礎
	健全
	
	

	
	ひびわれが生じている
	
	

	玉石基礎
	足固めあり
	
	

	
	足固めなし
	
	

	その他

(ﾌﾞﾛｯｸ基礎等)
	
	
	


Ⅱ．総合所見

	①建物の現状

	

	②耐震性の有無とその程度

	

	③今回の診断では評価できない事項等

	

	④まとめ

	


※今回は「一般診断法」と呼ばれる方法で耐震診断を行いました。一般診断法とは、建物の目視調査で行うため、不明な点も多いことから、改修を実施するに当たっては、より詳細な「精密診断法」で再度耐震診断を実施されることをお勧めします。
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